




































あり、実験動物に対しては主に鎮静あるいは鎮痛、および両者を得るために用いられる [5, 6, 7, 
8, 11, 19, 22]。
また、実験動物学は本来、ヒトへの外挿を想定した学問である。従って、実験動物に対する




































は、動脈血酸素飽和度（SpO2）、心拍数（Heart Rate; HR）、呼吸数（Breath Rate; BR）などの情
報で、総じてバイタルサイン（Vital Sign）と呼ばれる。動物実験を実施する際には、このバイ
タルサインを監視する事が重要となる。この事は「Guide for the Care and Use of Laboratory 
Animals（邦題実験動物の管理と使用に関する指針 第 8版 [17, 18]）にも記載されている（「For 
anesthesia delivery， preci- sion vaporizers and monitoring equipment(e.g.， pulse oximeter for 
determining arterial blood oxygen saturation levels)increase the safety and choices of anesthetic 














本実験では、C57BL/6 マウス 15 週のオス 5 匹（体重 :27.1 ～ 34.2g）およびメス 5 匹（体 






気管挿管時のトラブル対策を兼ねて、Kawaiらが 2011 年に報告 [14]している 3種混合麻酔薬を
腹腔内投与し、前投薬としての有効性を検討した。また、 迷走神経抑制効果を有し、心機能の抑
制防止や、気管内や唾液腺からの分泌抑制効果の目的で硫酸アトロピン（商品名 :アトロピン硫





研究所所報第 11 号を参照して頂きたい [15]。




















麻酔回路接続と同時にイソフルランを 2%で吸入させ、その直後にM/M/B: 0.3/4/5 の拮抗剤


















バイタルサインの測定結果を図 3 -1 ～ 4 に示した。すべての個体において、SpO2 値は麻酔回
路接続直前は 10 匹中 7匹（オス 4匹、メス 3 匹）が 50%以下を呈したが、接続 1分後には 5匹
（オス 4匹、メス 1匹）が 90%以上を呈し、個体差が認められるものの、接続 1分で SpO2 値が
大幅に改善した（図 3 -1）。接続 2分後には SpO2 値が 85.8％を示すオスが 1匹いたものの、残り
9匹で 93%以上を呈し、接続 4分後には、すべての個体で 97%以上を呈し、15 分後まで安定し
た値を示した（図 3 -1）。
心拍数（HR）に関しては、回路接続後、値が上昇し 3～ 4分後をピークに下降に転じた。そ
































合液が一般的である。しかしながら、日本では 2007 年 1 月 1 日付けでケタミンが麻薬指定と
なったため、その使用を継続する事が難しくなった。そう言った状況を打破すべく、2011 年に
Kawaiらがケタミンを使用せず、類似の麻酔効果を得られる麻酔法を報告した [14]。本実験で
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Inhalation anesthesia to mouse using the endoscope system 
and the monitoring







Anesthesia has strong inﬂuences to laboratory animals, and is one of the factors that greatly 
affect the experimental data.  So the appropriate and effective methods is necessary in laboratory 
animal experiment.  Major purposes for anesthesia are nar- cosis, analgesia and relaxation, and 
anesthetic agents are commonly used for the purpose of sedative and/or analgetic effects to 
laborator y animals. General Anesthe- sia is common compared with Local anesthetics to 
experimental animals, and suit- able for prolonged anesthesia including surgery, dissection of the 
animals and so on. We reported that the endoscope system made the intubation so easy and safety 
in the bulletin of the research institute of advanced technology, number 11, Kyoto Sangyo 
University（2012） But, an improvement was necessary on the premedication and its method. We 
used the mixture reported by Kawai et al.（2011）and found that it's suitable for the premedication 
of the murine trachael intubation.
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